
境の明神 遊歩道が完成しました。

令和２年１１月２９日
県 南 建 設 事 務 所

令和２年１１月２９日（日）境の明神地域づくり懇談会のメンバー１８人が、境の明神ポケット

パークから境の明神までの遊歩道を整備しました。

【境の明神とは】

陸奥国（福島県白河市）と下野国（栃木県那須町）の境に並ぶ二つの

神社で、国道２９４号（旧奥州街道）の県境にそれぞれ位置しており、

白河側は白河市指定史跡となっています。



令和２年１１月２９日
県 南 建 設 事 務 所

境の明神地域づくり懇談会は、境の明神と地域の活性化を目的に、平成２７年から懇談会を行ってきました。これ

までは境の明神の成り立ちや歴史を紹介したパンフレットや、境内の句碑の説明資料を作ってきましたが、令和元年

３月に県が「元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業」で国道２９４号に境の明神ポケットパークを整備した事を

受け、境の明神を参拝する人が安全に通行出来るよう、ポケットパークから社に通じる杉林の中に遊歩道を通し、登

り口に階段を整備しました。
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代表の齋藤さんは、

コロナが落ち着いた

らポケットパークを

活用してイベントを

開きたいと今後の計

画を話してくれまし

た。

【お問い合わせ】
福島県県南建設事務所
主幹兼企画管理部長 浜津 威彦
TEL：０２４８-２３-１６１７

遊歩道


